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Ｉ１=λ１２+ λ２２ + λ３２ ［対角線効果］

Ｉ２=λ１２λ２２+λ２２λ３２+λ３２λ１２ ［面積効果］

Ｉ３=λ１２λ２２λ３２＝１ ［体積効果］

Neo-Hookeanモデル

W=C10(I1-3)
λは各主軸方向の伸張比（＝ひずみε＋１）です。Mooney高次式

Ogden式

エネルギー表現の一般式として代表的なものは下記のようになります。



必ずしも硬度と剛性の関係はありません

硬度とせん断弾性率の関係を左に示します。
●印は実際のデータで、硬度とのグラフに
プロットしてます。
硬度６８Hsの材料も実際には、平均的な５２Hs
相当の剛性しか持たない場合もあります。

（実際のデータです）

ヤング率E＝３×せん断弾性率G

W=C10(I1-3)

Mooney-Rivlinモデル

W=C10(I1-3)＋C01(I2-3) 

最も単純な材料表現

Neo-Hookeanモデル

一定の経験則 E= ６（C10＋C01) ＝３G 

正しい測定値です。
６８Hs⇒５２Hs相当剛性



硬度とヤング率の関係

㈱メカニカルデザイン様
テクニカルレポート（引用）

正しい測定値です。
６８Hs⇒４９Hs相当剛性

せん断弾性率は、

伸張-保持 戻し 伸張-保持 ・・

の測定のため時間依存の値

硬度vs剛性の一般的な線に乗らないものもあります。

硬度とヤング率、係数の関係は定式のようになります。

実測できない方には、上記式から算出した値が、有効に利用できます。

硬度とせん断弾性率

ヤング率の関係式
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